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  　資料４－２　  R6.12.25
上下水道DX推進検討会（第１回）
国土交通省説明資料
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・１００年先を見据えた
上下一体の施設マネジメント
（更新需要、平準化、優先順位の検討など）

・脱炭素の実現、資源の有効利用
（民間事業者と連携した調査・研究など）

・人材育成、技術継承
（体験型の技術研修施設の活用など）

・広域連携の推進・強化
（共同研修、防災訓練、水質検査の受託など）

・多様な官民連携手法の導入
（国の機関との連携による共同研究など）

・新技術・ＤＸの調査、研究 など

現状・課題 動向・方策

施設
老朽化

人口
減少

管路
耐震化

官民
連携

上下
一体

広域
連携

ＤＸ担い手
不足

物価
上昇

経営
悪化

技術
継承

上下水道事業を取り巻く現状・動向と京都市の取組

経営状況の見える化 上下水道一体の取組

持続可能な事業運営

・財務指標等による経営分析
（経営指標評価）の実施

・偏差値を用いた他都市比較
により京都市の現在地を共有

・分かりやすい情報発信

・平成１６年度に組織を改編し、
上下水道局へ

・一体的な事業運営
経営戦略の策定・推進、技術継承、
市民窓口・総務部門の一元化、
上下水道料金制度の検討、
事業・防災拠点の整備 など

現
状
・
動
向
を
踏
ま
え
・
・
・

●平準化前

事
業
量

事
業
量

●平準化後

50年後 100年後 50年後 100年後

災害
激甚化

市民理解・お客さま目線

高解像度カメラを用いた管口カメラ調査
（画像認識ＡＩによる劣化判定の効率化（開発中））
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R6.12.23 課題発掘対話（第９回） 京都市説明資料
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